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昨
年
三
月
ま
で
筆
者
が

勤
め
た
京
大
原
子
核
工
学

専
攻
で
は
、
学
生
と
教
職
員

間
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
大

学
創
立
記
念
日
の
六
月
十
八

日
に
研
究
室
対
抗
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
て
い

る
。
筆
者
が
学
生
の
頃
の
昭

和
五
十
年
代
は
軟
式
野
球

大
会
を
開
催
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
長
ら
く
中
断
し
て
い

た
。
平
成
二
四
年
四
月
に
筆

者
が
専
攻
長
を
拝
命
し
た
最

初
の
仕
事
が
六
月
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
と
し
て
復
活
さ

せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
修
士
修

了
や
学
士
卒
業
時
の
研
究
発

表
会
は
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
で

は
あ
る
が
、
そ
の
年
に
該
当

す
る
学
生
が
中
心
と
な
る
。

一
方
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

は
二
回
生
か
ら
四
回
生
、
大

学
院
生
、
教
職
員
と
全
員
が

参
加
で
き
る
の
で
、
幅
広
い
世
代
が
一堂
に
会
す
る

貴
重
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。梅
雨
時
で
は
あ
る
が
、

昨
年
ま
で
の
五
回
と
も
雨
に
遭
っ
て
い
な
い
。

　

六
回
目
の
本
年
は
六
月
十
八
日
が
日
曜
日
の
た

め
前
日
の
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｂ
も
招
待

さ
れ
、
別
用
も
兼
ね
て
参
加
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
日
も
朝
か
ら
好
天
に
恵
ま
れ
、
御
所
の
富
小

路
グ
ラ
ン
ド
に
六
チ
ー
ム
、
約
七
〇
人
が
集
ま
っ

た
。
朝
九
時
、
村
上
専
攻
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

一
グ
ル
ー
プ
三
チ
ー
ム
毎
に
リ
ー
グ
戦
が
開
始
さ

れ
た
。
午
後
か
ら
は
各
グ
ル
ー
プ
上
位
二
チ
ー
ム

に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
神
野
研

究
室
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。
筆
者
が
所
属
し
た
功

刀
研
究
室
は
、
名
誉
四
番
の
筆
者
が
七
打
数
三
安

打
一
打
点
一
四
球
な
が
ら
好
機
に
打
て

ず
、最
下
位
を
逃
れ
る
の
が
精
一
杯
だ
っ

た
。
三
塁
を
守
り
ラ
イ
ナ
ー
を
ジ
ャ
ン

プ
一
番
好
捕
し
た
の
が
唯
一
の
見
せ
場

だ
っ
た
。
こ
の
後
、
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

教
室
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
た
。
試
合

の
合
間
に
も
進
学
や
就
職
の
話
が
あ
っ

た
が
、
ゆ
っ
く
り
話
が
出
来
て
盛
り
上

が
っ
た
。
年
々
参
加
者
が
増
え
、
学
生
、

教
職
員
、
Ｏ
Ｂ
間
の
連
携
が
強
ま
っ
て

い
る
の
は
中
興
の
祖
と
し
て
嬉
し
い
。

来
年
は
会
社
関
係
の
Ｏ
Ｂ
に
も
広
く
声

を
掛
け
よ
う
と
の
話
に
な
っ
た
。
楽
し

く
も
有
意
義
な
初
夏
の
一日
だ
っ
た
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の

対
比
で
は
、
両
市
の
歴
史
的
な
病
払
い

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
シ
ュ
テ
フ
ァ

ン
寺
院
か
ら
西
に
延
び
て
い
る
美
し
い

グ
ラ
ー
ベ
ン
通
り
の
真
ん
中
に
ペ
ス
ト

記
念
柱
が
あ
り
、
三
位
一
体
記
念
柱
と

も
呼
ば
れ
て
い
る
。
欧
州
各
地
に
猛
威

を
ふ
る
っ
た
ペ
ス
ト
が
一
六
七
九
年
に

は
ウ
ィ
ー
ン
も
襲
い
、
十
万
人
と
も
言

わ
れ
る
犠
牲
者
が
出
た
。
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
の

祖
父
で
あ
る
皇
帝
レ
オ
ポ
ル
ド
一
世
が
ペ
ス
ト
の

終
結
を
記
念
し
、
ま
た
神
の
ご
加
護
に
感
謝
の
意

を
込
め
て
献
じ
た
の
が
こ
の
塔
で
あ
る
。
当
時
は

暫
定
的
に
木
で
作
ら
れ
た

記
念
柱
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

大
理
石
に
す
る
プ
ラ
ン
が

出
さ
れ
、
一
六
九
三
年
に
現

在
の
姿
に
な
っ
た
。
レ
オ
ポ

ル
ド
一
世
が
ひ
ざ
ま
ず
き
、

神
に
敬
意
と
感
謝
を
表
し

て
い
る
。
記
念
柱
の
最
上
部

に
見
ら
れ
る
神
様
、イ
エ
ス・

キ
リ
ス
ト
、
鳩
の
三
つ
は
父・

子
・
精
霊
の
三
位
一
体
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
、
京
都
の
祗
園
祭
り
は
八
坂
神
社
の
祭
礼

で
、
古
く
は
祗
園
御
霊
会
（
ご
り
ょ
う
え
）
と
呼

ば
れ
、
貞
観
十
一（
八
六
九
）
年
に
京
の
都
を
は

じ
め
日
本
各
地
に
疫
病
が
流
行
し
た
時
、
平
安
京

の
広
大
な
庭
園
で
あ
っ
た
神
泉
苑
に
当
時
の
国
の

数
に
ち
な
ん
で
六
六
本
の
鉾
を
立
て
、
祗
園
の
神

を
祀
り
、
さ
ら
に
神
輿
を
送
っ
て
災
厄
の
除
去
を

祈
っ
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
七
月
一日
の
吉
符
入
に

は
じ
ま
り
、
三
一
日
の
疫
神
社
夏
越
祭
で
幕
を
閉

じ
る
ま
で
、一ヶ
月
に
わ
た
っ
て
各
種
の
神
事
・
行

事
が
く
り
広
げ
ら
れ
る
。
祗
園
祭
は
平
成
二
一
年

に
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

祭
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
一
七
日
と
二
四
日
に
行
わ
れ
る

山
鉾
巡
行
で
あ
る
。
山
鉾
巡
行
の
前
夜
祭
と
も
い

え
る
一
六
日
と
二
三
日
の
イ
ベ
ン
ト
が
宵
山
。
夜
は

山
鉾
に
提
灯
が
幾
十
と
な
く
点
火
さ
れ
、
祇
園
囃

子
が
に
ぎ
や
か
に
奏
で
ら
れ
、
夜
店
な
ど
も
で
て

祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
る
。
両
市
の
疫
病
封
じ
の

祈
り
が
今
日
も
続
い
て
い
る
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
赴
任
中
、

ペ
ス
ト
記
念
柱
の
前
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
通
っ

た
。
京
大
一回
生
時
に
は
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
員
の

ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
山
鉾
巡
行
で
船
鉾
を
引
い
た
。

四
条
河
原
町
で
の
辻
回
し
時
に
二
階
の
桟
敷
席
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
宮
田
輝
氏
が
美
し
い
舞

妓
さ
ん
と
並
ん
で
観
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

宵
山
に
も
何
回
か
訪
れ
祭
り
気
分
を
楽
し
ん
だ
。

両
市
の
歴
史
的
な
疫
病
封
じ
を
紹
介
で
き
た
幸
運

に
感
謝
し
つ
つ
、
編
集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た

ペ
ス
ト
記
念
柱
の
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■
杉
本
純
東
工
大
特
任
教
授
前
京
大
教
授

　
　

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の
原
子
力
の
話
Ⅱ

ウ
ィ
ー
ン
と
京
都 
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ツーリスト・インフォ Tourist Info Vienna
１区 Albertinaplatz / Maysedergasse 角

毎日９時～ 19 時　 free WLAN 　無料 WiFi
日本語資料（無料）：月刊ウィーン・地図・観光&ホテル案内

◎◎ 空港送迎や観光に安心快適なハイヤー予約 ◎◎
Tel. O676-700 3728（英語＆独語）

＊＊日本語でのご予約はメールでお早めにgekkan.fukuda@gmail.com（翻訳仲介ボランティア）＊＊
料金例：空港〜ウィーン市内（３名様まで＋通常スーツケース２個まで）片道€35
別車種（４名様まで＋通常スーツケース４個まで）€35 ／５名様の場合は€52

月刊ウィーン 定期購読のご案内
～ウィーンから郵送で～ウィーン現地から微風をお送りします～

定期購読の手続きの順序  ⑴ 購読料を振り込み後に ⑵ メールか郵便で申し込み
⑴ 日本で定期購読をご希望の場合は１年分 9000 円を以下にお振込み下さい。

三菱東京 UFJ 銀行 金沢文庫駅前支店（支店コード 304）口座 0449986（有森トランスレーション）
または、日本の郵便口座 00210-3-77876（有森トランスレーション）

⑵ 上記の口座に購読料お振込み後、日本語で宛先（お名前＆住所）と送付開始号を
gekkan.fukuda@gmail.com  宛にメールで、またはハガキや手紙で

K.Fukuda, Wildpretmarkt 1-7, A-1010 Wien  Austria  宛にお知らせ下さい。

弊社は「医療」「原子力」「産業」「放射線測定」などの各分野において
放射線を安全に有効利用するための機器やサービスをトータルに提供し

放射線の「利用」と「防護」の双方でお客様のニーズにきめ細かくお応えします。

http://www.c-technol.co.jp

日本語情報誌『月刊ハンガリージャーナル』「ウィーン便り」連載中
発行：日本ハンガリービジネスオフィス   www.hungarytoday.jp   jhbo@japhun.com

Chiril Maximov «Violine Sanctus Seraphin» サンクトゥス・セラフィン

オーストリア国立銀行の歴史的弦楽器コレクション
の中から «Violine Sanctus Seraphin, Venedig nach 
1748, ex Hamma» が、トーンキュンストラー・オー
ケストラの新コンサートマイスター、キリル・マキシ
モフさん（モルダヴィア出身 /27 歳）に貸与された。
ウィーンのヴァイオリン製造マイスター、マルセル・
リヒターさんの工房で手渡された。マキシモフさんは
７月 15 日のグラフェネック・サマーコンサートでこの

『サンクトゥス・セラフィン』を公開の場で初演奏する。

Frank Druschel
Geschäftsführer des
Tonkünstler-Orchesters

Chiril Maximov

Marguerite Kurz
Leiterin der 
Instrumentensammlung

Marcel Richter
Geigenbaumeister


